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〈推進性能部）

On Propeller Cavitation 

プロペラ・キャビテーションについて

式）卜 出雄・右五良孝

付心,,てのものか多い ,'J I'」＼翡臭条件の設立にはスプスト

一致法か川いられ，キャビテーション数を丈船のそオし

とあわせる。

プロペラに生するキャビテーション；プロペラに生

するキャビテーションは大きく分けて，チップボルテ

ックス，シート，クラウドおよび，バブルキャビテー

ションの 4種類である。その中でェロージョンに1月係

があるのはクラウドおよびバブルキャビテーションで

附和54年 4)J1日 あるの

Bulletin of the Marine Engineering 州血圧）J分（/i; プロペラのキャビテーションは，そ

Society in Japan, Vol. 7 N o.1 の州印上の圧力分布と賓核な役l係かおる。そこで，作

動中のプロペラの兄川圧力分釘と楊）Jrfof璽，訊］による，寸

舶川プロペラに生するキャビテーションは，プロペ 岱叶直と実験値の比餃が，数多く行われている。

ラ効率の低下よりはむしろ，プロペラエロージョン， ェロージョン；エロージョンはキャビテーションの

船尾振動の増大に関するものとしてとらえられてい 気泡が炭表面付五て切壊するとき非信に大きな圧力が

る。このような観点から，施設をも含めて，最近のキ 発生して，金属組織を殴以するために起こるものてあ

ャビテーションの研究について込べfこ る。エロージョンの試験法としては，閲離しやすいペ

キャビテーション諷験水槽；最Jビのキャビテーショ イントを虎人而に冷伍して，キャビテーションによる

ン試験水槽は，プロペラのみならず校•IIげ船を水梢 1}、j に 剥離のt]＇＜ Jてから丈船のプロベラのエロージコンを刊崖

没骰して，船後のキャビテーシ：1 ンぷ験か ll［他なよう するソフトサーフコースi]；かあバ

に大形になってきてい人 1例として船州の大州キャ JI{｝）じ変動}f)J; プロベラにキャヒ‘テーシコンか発生

ビテーションぶ験水槽について心べた。 すると， 青般に船！巳文励Jl:）JかJ9,1り大する。船尼文励圧

キャビテーション試験法；況介行われているぶ験 ）Jは船！じ払動の！泉］人］となり，五什，船/ij(］の］バイi9月の観

は，船後あるいはメッシュスクリーン法でつくられた はiからも，粕力的に研冗か行われている。

(223) 
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〈運動性能部〉

小型船の海水打込みについて

On Shipping Water of Small Crafts 

'1'・り）1: 和）ミ

| ［ [_l i、1)531.jこ4J」11ll 

第 6日 ）サ艇技祉ぃ屁ii公

小州船は一般に1片］［」部が多いため，設（良rj1でのIけ板

への誨水打込みは， if：]航I1|fi苔上， 玉笈な笈年())一つと

名えらいている。また，］＜立に泊水かi」込むようにな

ると，船の安仝性にもかかわる玉大な1り］ととなる，） ｛籍

水臼込みは，船1本述虹）と立1艮との卜II 文、Ji}砂係から生し〗

ものて，］」I水：，1州船舶につしヽてはり［ ］［から｛叶‘ノ望か見め

られており，緑fも人休わかっているか，以山の小)|1IJ

舶のように仇辿航行するものにー）い口は，船屑以iミぃ
紹んに炭雑な現象となるため，はとんど1附戸1)」ミれてし＼

ないのか視状であス。そこで， j反辺，ヽ 1,1）斤ては 11本/j ¥ 

州船舶検青機1ヽ竹との」しI11J/iJ［究のもとに，小州船の，！図1

に散し氾il:^ な屹舷やコーミンク］薗さなどを決めるため

の資料を得ることを 1_］的に•辿のぶ験州冗を1 Jった Cl

すなわち， II月れ149年度より51作度まての 3ヶ年』1叫の

もとに， V型，丸型をはじめとするモークーボートの

仇衣的船閏について， i屡l]（打込みに1ilする系統的杖叩J.

ぶ険を行うとともに，丈船試賛をりい此校検，1‘jした。

また，小叩培鱈闘炉いについても校刈叫］jし験と丈船ぶ！成と

の両而からの研究を行った。これらの結呆，モーター

ボート，小叩り魚船いすれの船り］についても，辿＇常の位

舷闘さを保且する恨り余れ'{,1；JI'［」1ll訊な面象でない限り向

水打込みは囚こらないと沿1；貪づけろことかできた n ま

た，校・1『J11式！紋およひ』用ぷ11|.,1:；Lの沿1；呆から，小叫バ：り出船

に対しても拇水打込み限昇の『測かできることかわか

った。

(224) 

船舶の復原性研究の現状と課題

Present Status and Future Aspects of the 

Research on Stability of Ships 

似j石故丈

l!(1fi」53/cド12JJ

! j水心船学会心ぷ 594号

復I晨骨は，）」｛髯））山本的性記の→つであるから占くか

ら復I凩性についてのい［応か臼われ，｛栂難事改の原囚冗

叫，復l以罰凰叫｛．の支こなどに役立てられている。しか

しなから舶扉IU)]［匁信は多種多鯰であり， しかもその近

航）j広も1--/l→)」妙jてあるうえ，外弄条件の設贔や風な

どの］う{l[I」か難しいため，多くの研冗にもかかわらす仮

且i化記のグ心伯に，1/つくと見られる転炭海雌はなお数多

＜兌生しでいる

このような｛［直Iーを防Ii.-りるためには，込恥学'(I<」には

州｝（こ）心じた心凶汀但It」し））を叫らいにし，それを保仕で

とるようなり(i)11IJ.i[I1}心にすると i11」I均に，辿航上では，

いの友 1‘限り戸己，ふ識しては1炭な叫髯仄態を避けること

7)い，1［ま4し乙 て（りためには，加の設以！ドにおける転炭

叫姜情を）i『叫し，吋；‘丘を立てる必文かある。

1975'卜に及It」じlI-1に1又lするli、_1悶｛｛責冗集会が災国グラス

ゴー山で出かれ，船の長賃l，'しゃ lに復機1―I]りの解明につい

て多く (1),;(パか、｛｛介ごれ，これを追して転位視家につ

いての」り1[!『かはめられた。その後， ,111所においても小

)Iiり魚船を1j1心に転災横り＇］ ；・「」『川］の文験II<」｛叶完か活発に行

われてむり，その成呆も立にいくつか発｝喜れている。

さらに今羹 1J¥！！古いの表扇i![）！し／i]｛を没宣する必汲性に

も.iJJられてぷり， 9|広役にIx．]する研阿かなお纏読される

もじ）と息われる

そこて，叫心の11、壮賃公諏で発｝＿ぐされた直文及び当所

てのI,1j［元から，忙米けわれた丘覆に1父］するi文塑実験の

沿！！果を分］！［名緊し，船か凡役する条件賃， これまでの

り、II見を1げ 11した

U[lち立1良叫仏炭を，（1）t贔心横風IlIIi広炭，（2）追設l|l

1い炭，（3）拿lめ追皮中転覆に分）且し，転炭の疫囚の一つ

として，印板縁か戊I]＜するほどの大角度勁揺と，甲板

［の直I]叶l込かあけられるか，｛応良中における復原カ

誓ii)］ （鯰少）によるイく安＇｝上励屈か肋に［リえな凶因であ

，□:こと在パし！＇•こ，

出た己］、U）叫・)姐II'：以やt贔州「）；り苔］出から計め追⑫ 11

0)臼 覧iバを廿刊凶し，ミの」『l打を舶の出欠皮（良の付質か

ら11兄II)］した） ／t（文のい「応闊いとしては，（1）鰭改中の非

刈祢人）9ij)文動揺！l1J'『Iの＇）、パ宣 1!'-J, l甲直Iv、j研究，（2）短波恥

又は 2)j向立巾ての転位のf:＼占J[ij丈賢，（3）不規則波中で

の大角良イく安定励揺のシミュレーションの研冗，など

が中心梨いとなるであろう c



高速艇の船底波浪衝撃水圧に関する模型実験

Model Tests on Impulsive Water Pressures 

acting on the Bottom of a High-Speed 

Boat in Waves 

91庁）1: 和人・［［野占さ‘Iと

山本紐豆＜郎・大松玉雄

附和53年11)］

日本造船学会綸文集第 144号

本論文では，ハードチャイン，ディープV嬰の船刈'J.

を行する高速艇の 1.2mh'1しJi1を）廿いて，各種殴浪，船

辿のドで沿底衝＇信水圧を汀測して丈船，，式険紅；呆との比

校を打い，さらに伽摩水圧を川応する）j法についてぢ

察した。

枯しい丈験により次のようなことかわかったう

(1) 規則夜巾で船迪を次第に上けてりくと，舶体は規

tllJ的な跳躍述励，さらに非規則的な跳附辿励をする

ょうになるか，それには改恥，凸：●：j, ｝恰速に或る化

1り］かあり， I＇且長船に比か 3れ渡のとぎ岐も況燿しや

すしヽ，〕

(2) 縦揺れ，上ド揺れの弧111闊比はともに 2.5程度の大

きな伯となる。

(3) 船底水Jーいの｛直は船速が低いうちは励Il〕にはほ‘r,、りし

いが，跳齢1連動をするようになると，それよりはる

かにけjい衝憬的なものになり 2kg/c面に立するの

(4) 船の長さ）j|介］の衝りよ、水圧分（1］は，闘辿になるにつ

れて」立大値の発＇しする位直か噌｝）止 '1!5に移イ」する。

(5) ディープV型船閏では船体の中心線に五いほど衡

棺水圧が）しきい傾向がみられる。これらの横型丈狐

砧果は， 日本小州船舶検介機構て丈犯された 1ilj-•船州

による丈船ぶ険帖果と， i，1]［lイ直，＇（頃 1月ともに良<-政

している。

横刑実険時の晶録から得られた船休と皮由との相対

速度や祖対連励を品に Stavory& Chungの下法によ

って乳羞［した術撃J]＜圧の値は，札＼い『！丈駿て得られた 1,1•

測｛直と良く一改することかわかり，且って，叶合体と改

との札1対速度や相対角度か和則できれは， Stavory& 

Chung O)}j［人により衝撃Iド圧をほほ川止すろことか

11j詑であるぃ

On the Mathematical Model of 

Manoeuvring Motion of Ships 

船の保縦辿動の数学モデルについて

小川 協弘・葛1付及訓間

1978年12)］

International Shipbuilding Progress 

Vol. 25, No. 292 
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闘｝の操縦連動を表視する数学モデルは，投縦性解祈

の）長礎となる重要なものであるが，況在非常に多くの

)j法が用いられており，試険法，陪析法＾りも多種多様

であるため，他の文駿との相圧比校，丈翡姐糾呆の利Jl」
閤かほとんどイ<11」他な伏態にある。また』［休）Jの表視

そのものにも，物即的恨拠の明確てないものもあり，

叫靡；l羞［との対応も 1木1雌な場介か多い）このような状

況は，今後ますます⑰尉となりつつある採縦性研究の

大きなI;，信古となるものである。

このような直I]『から，抒者らは直に操縦連動の数学

モデルに関する研究グループ (MMG)を作り，その

屑完成果を造船学会心に発｝孔して多くの賛』を得て来

たか，屈外でも ITTC(fl、Ii忍鵡臭水槽会議）操縦付区

員会賃を近じて多くのI又予附があり， ITTCの場で論議

されるようになって汁jた。そこで1]ij11』MMGの成果を

もとに，化に即畠的・ 1こ駿的データを/JiIえて， MMG

で尻各されたモデルの忍図するところ，その合」用骨，

9(［月廿生＇りを肌闘し， /11)1信に間うことにした。

モデルの f鼻戚は，舶休・プロペラ・舵の各単独性記

を）！し礎にし，それらの間の十渉を，フ゜ロペラ・舵それ

ぞれへの行効流人速度・化効点人釘度の概念，及ひ舵

から船体への喜門を人わす係数の形でまとめ，必此な

氾分に）こ駿的修正係数を1尼罰したのこのモデルに辺合

させるに応災な丈、［検怯・ 11!I団法についても述べた。

現介の段階ではこのモデルは，— •I心の介刑性と，邸

分的な実験的裏付けを忙った→ー）の似;;［に退きない

か，我かlklの操縦性研究の大勢は， このモデルを支持

し，それを改良して1jこうという姿外にあり， MMG

モデルに四合させた仙しい丈駐データも，幾つか恨冑

され始めている（う苫者らはこれをJだ機として，操縦辿

勁の，，且辿か崎も旱く統—•され，料げ化化されることを

屈っているり

(225) 
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〈船体構造部〉

溶接構造用鋼， 9冤 Ni鋼および Al合金鋼の

破壊発生特性

Fracture Initiation Characteristics for 

Weldable Stractural Steel, 9% 

Ni Steel and Al alloy 

北村茂・中村正久・呂芳一

昭和52年10月 3日

［鉄と鋼」第94回秋季講演大会

叫Iil，沿扱構造用鋼の衝撃引張試験およひ』Iげ試験

により動的な破埃特性を明らかにした。今日はSM41

A鋼に加え 9%Ni鋼および Al合金を川い，衝撃IljIげ

ぶ験により動的な破埃闘刊をもとめ， 1!!1げ速度による

破壊時の切次応力比，隕昇開Ll変位(COD)の変化，

これらの切欠鋭さによる影腎芥について翡べた。供ぶ

機は板厄10mmで，ぶ験）『の幅の％まで切欠を人れ，

切欠先嬬半径をかえた試験）『，疲労き裟を導入した叫＼

験）『を川いて実験した。訊験機は回転円板式高辿衝陀

叫＼験機を川いた。また静的試験は50トンアムスラー型

試験機を使川して行った。

切欠応）J比は 9形 Ni鋼では静的試験で最も小さい

値を示し，旧け辿度が大きくなるほど大きな値を示し

たが， Al合金は 9%Niほど位い辿度依存性を示さな

かった。切欠の鋭さによる切欠応力比の店附『は 9%

Niおよび Al介金ともに， いすれの辿度によらす鋭

い程誡少し，破壊り崖度か‘{l¥ドする傾向を示した。しか

しながら 9形Ni,Al合金ともに一196℃以上の試験

氾度で，切欠応力比は 1以上のイ直を示し， SM41Aの

枠的試験では約ー120℃,1釘棺ぶ験では約ー20℃より

低温で 1より小さい｛直を示した。

COD値は 9形 Ni,Al合金ともに廿廿け辿度が大き

いほど大となり，破埃発生までに速度が大きい宜，切

欠部分の変形が大きくなることを示したが，切欠か鋭

い程CODは誡少し，切欠依存↑生を示した。

9% Niでは切欠先端の板｝は中心では猜開剛破面を

示し，板恥f.j［近くでは剪断）『J破面を／」＜した。祖たり］欠

先端より己ざかるに仇って，梼1}廿州噂血の乳l5分は誡少

し， 9］「I][•)11•IJ（以詞は培大した。切欠先端より 3. 5~5. 8mm 

の面で仝休が汎断閉破而に文わった CJ Al介金は 9% 

Niのように房間刑破旧と叫厨叫餃面の明的な区別は

できないが，破而仝休かリり断刑破廿I]に移る位置．は 9冤

Niより後｝jで，大きな塑袢変形を付なって破埃した。

SM41Aでは破阿仝休か元全なり凱l叩の）齢竹戴而を示

した。

(226) 

巨大船の事故を考える (3)

Some Considerations on Large 

Scale Ship Disasters (3) 

在田正義

附和54年 1月2OLl

「誨辿・辿船・沿湾フォーラム」 w占 第 4号

大きな事故の陰には，多数の中規模，小規模事故が

あることは「事故の一般法則」である。この法則か

ら，昭和40年前後に多数建造された20次計画造船時の

巨大船による事故を考察し， 920次計両造船は欠陥船

か」との間に，胄定的1吋答を導いた。

ついで，昭和51年の日本近海における海難統叶か

ら，船休構造上の欠陥が主原因となって起こると考え

られる設水悔難は，転覆と並んで全損率が非常に高い

ことを示し，乗糾員にとって不安材料であることを辿

へる。これに［州連して詞年 9月に船体中央を屈曲させ

る事故を起こした菱洋丸について苔察した。

菱浮丸の砧造から事故発生まで，事故発生後の「徹

底翡青ー」方針から， 1-'i砧父はバラスト水の積み方ミス」

との結論か出るまでの事故晶査委員会の活動を略辿

し，日本誨巾協会か指摘していた船体衰耗に関して

は，晶査委且会の調査に間起かあることを指摘した。

1i故晶査委で検吋されなかった救命艇について，事

故時の作動状況を示し，釆組員にとって最後の頼りと

なる紋命艇，枚印筏が，現在のままでは頓りにならな

いことを説明した。

翡胄恨告内に対する，海員組合の不満は強く，船舶

の構造・り崖度，述航などに閃する質間を，船舶局長に

出した。この中で，船舶安仝法にいう堪航性の保証に

閲して，船舶局長は，船舶検査叫内により堪航性は保

↓l止されないと回答している。この日答は，船舶安全法

の粕神に悴るのではないか，堪航性の似証のない船

に，乗組員は安心して乗れないではないか，との疑問

を述べた。



端部構造がストラットの座屈強度に及ぽす影響

Supporting Effect of Strut-end Slructure;:; 

on the Buckling Strcngth of Struts 

追）贔久刀

l l [{ |、115 4 { ; • • 5)」
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〈溶接工作部〉

動的破壊靱性におよぽす負荷速度の影響

ー母材およひ沿蚊喜ドの炒 1'|＜砂崖良のけ韮良依(」;,iエー—

The Effect of Loading Velocity on the 

Dinamic Fracture Toughness 

謀井英輔・大熊 勇

北村 茂・佐藤正信

附和54年 3月29日

溶接学会 昭和54年度春季全国大会

梢造用鋼材およひ同溶接部のせい性破以強度特性を

把掴するため，種々の瓜験法か心川される。そして破

壊力学にもとづく筋析によって材料を力学的特性とし

て呼価することか‘[1[ijビである。これらの解析ては材料

の降伏恵、，引伽強さ， 1111ひ／心の弧良的テータか必汲と

なるし，ぶ験｝『の破l災旱動内を判鮒する 1．．でイ<nj欠て

ある。一）j鋼構造物のせい性破壊佃度に対する安仝性

を名應する場介，材床斗の破壊靱性値を一つの），い佑とし

てとらえるが，動的な負府条件による動的破以詞性1直

がこの場合，より厳しい評価），し吼として）1］いられるJ易

合がある。このよっな観点から各種構造川鋼材およひ

一部の溶接部の動的破壊靱性を把握することを日（lりと

して，ここではそれらの材料の動的且釘条件における

降伏点，引脹強さ，伸びおよひ紋りとこれらのぶ験乳叫

度による依仔性をよlべた。

供試材は原子炉1青造川の板Iば300mm鋼板 2柾と応

接総手部 1種詞じく板/'/300mmの鍛鋼材，板］'/25m

mの圧力容沿川鋼板およひ内］旱26.4mmの炭ぷ鋼竹の

丘 l•5 種煩であり，！，式）検｝『として平心部い径6. 25mm, 

長さ30mm, ネジ部を合む仝長 150mmの平清丸枠ぶ

験片を板／旱の 1/4あるいは 1/2から採取してぶ験に仇

した。ぶ験ぱ伍温から一100℃の範リIIで， 1」|弧辿良2.8

m/secで行った。

r1.L＼験温度範囲で，すべての仇ぶ材ともぶ験｝＼の破断

状況は延飩的であり，破断箇所は Cupand Corn叩

の破面を閏した。室温におけるり皇度は降伏｝、Ji, 1_;l弘祖

さともに静的外張試験の粕呆より 1こ昇し，降伏、「、1ょは吹

鋼の場合 1.5 {,';, HT60紋て 1.2伯，リI~1~'姐さはHT

60級で1.12{，99]であった。動的伯良のI-．昇半は屑刊白強度

と反比例の1月係となった。また1洛伏』、しおよひ,JIりKり直さ

はいすれも籍的位度の鳥介と III」様に Arrhenius州の

{llllt良依仔性をぷし， 4』に降伏，点の（試良低ドによる情i炭

培加の刈合は神的の場合より大であった。嘔晶の仲

び，紋りは静的の帖呆と 1口-」^ 、りあるいはむしろそれ以上

の値を示し，温度の低下とともに次第に誡少する傾向

を示した。

(228) 

〈機関開発部〉

波動型熱伝導方程式の変分原理

Variational Principles for Heat Conduction 

Problems in Wave Type 

天田直庚

l1出和53年11月14日

第28回応用力学辿合講飯会

艮く知られているように熱伝導方程式は放物線型の

徽分）:if呈式によって心辿される。この方程式から得ら

れる解は，温度のじょう』しか媒直中を熊阪大の辿さで

仏帰することを、以味している。このような物理的に杓

えにくい特微は構成）j程上しとして月」いられているフー

リエの法則

q=-KrT (1) 

に起囚している。 qは熱虚束， Kは公翡伝導半， rTは

晶度のこう記をぶす。温良のじょう乱の伝播辿良をイj

阪にするために， Maxwell らは(1)式の伐わりに次の

ようなりむ成）j程式を祝案した。

＾ q-lーて
oq 

- O t 
ニ=-KrT (2) 

＇：はリラクゼーション il屁＼jと呼はれる。微少な体伍

咲本を名え，これに応I［間」に山良こう記を与えた時に

その汲よ内に記常温度状態か確立されるまでに汲する

時間をては、応味する。エネルギーのつり合い式と(2)式

より，然伝罪の）よ礎式は

p(x) C(x) 
uT 記T

+,p(x)C(x)"~,: =p•K(x)pT (3) 
- Ot - Ot2 -

のような波動型となる。

(3)式に相当する砂詔直間むを得るために， Gurtin, 

Tonti, Redd らの力怯を心川した。 l山本的には汎閾

数を Convolution,f口分を川いて糾立てる。 このため

Gurtinの力法ては Laplace支換， Tontiの方法で

Convolution州の内瓜を， Reddyの）j法ではカノニ

カル州の徽分）ji旱土しを）且いた。得られた変分原迎は五

化鳩刊）［への『かかりをりえる。
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ベーパエクスプロージョンについて

On the Vapour Explosions 

I I Iく［？り'.’:ì＇l i l 
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ベーノヽ゜エクスプロージ＿l ンとは， 1（[ ｛ドか／ぷ校に；！＼賃

化して衝亨的な）1:）)設を発生す八視炭て氏か11、_lては羞

貨り心だと呼けれてし＼る このJ:}真くは，幼凸 I且因どて

/［汀叫犬ビ馴）令 i9-i；を以tって 1j(Ij Iへ冷 l<，ざ叶たII.1ii『(_-II：すろ

'li,＼父冠と‘によって 111・くから災IIらオしてし9 ¥ : lり[J. •力 i て

（土， 1961 什•U) 〗こ 1 月()) S L -1'1 : () 1] |l'［ j:h, ())’Ji,＼又；））＼eJ'） 

ろ。これは，保守竹文中の竹業員のミスて以応良巾故

が発1|：し，暴」こエネルギにより炉心か破以したもの

で， この時の1位炭エネルギの打見なものは，般炭材の

アルミニウムが溶峨し］］くと核して生じた蒸氣爆兌によ

ろものである。そのほか，製紙丁．場における泊1,}｝應状煎

のスメルトと水の蚊触による燦気爆発や， I｛文化h.然ガ

スと向水との扱触による、只父爆兌，あるいは1年J.［火山

におけるl'，9:jiIlltの応｝1:況と向！ドとの扱触による袋気似兌

など多くの'H例がり、IIられている r¥

これらの格気爆発では，両物買か成吠で以し，瞬II、1j

に低昌物質が蒸気化するため，高晶［物質から急辿に伝

熱が行われなければならず，そのためには高‘i鼠物質か

糾1湘立化して混合する必咬かある。その後， LNGと水

の袋氣爆発の研究などを巾心に，爆発が生するのは両

液が扱した時に低贔い夜か白発核生成凰度以卜に過熱さ

れる必四があることがパされた。さらに，大：i[の液々

系が一せいに袋賃爆発を生すろには，両液の訓粒．化と

況合が打已伝播していくことが必店であるとされた。

況在では，大且且羹蒸気爆発が生ずる条件として，（1）最

初に両液は粗い混介をする n (2)この系にトリガーがか

かり細粒化混合と急速伝鯰か生する、 (3)全体系へ伝揺

する。（4)日発核生成il11t度が， トリガーや粗い混介など

に屯嬰な役虎りをしている。というモデルか考えられる

ようになった。

凰了・炉では燃料と冷l叫オの1、1|l[1『)|]をFCIと呼ん

てい乙機械I白エネルギヘの変換率を求めるための解

析には，瓜II]粒化屁介をパラメータのJ『臼て人れたパラメ

トリ，ノクモデルが川いられている，

Variance Reduction Techniques Using 

Adjoint Monte Carlo Method in 

Shielding Problem 

叫、（，怜1:,il l l9」いお i)・J Adjoint Monte Carlo 

i-J: ／.I--） I lし¥'1ビ分昌：／l〔],1iJ{ I、

り'11、砂、:}、1|］・ l).N. S'l̀EVl4: NS 

1 9 7 (） ： 1 • 2) l 

Journal of Nuclear Science and 

Technology 
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モンテカルロ］人は放射線愉[|!！l'L1]を解く 9(［）)な『仕

てあ；．：） しかし，モンテカルロ IIIい0)粕度は統，1[白分

尺によって限定され、9)) 4 1」に改し＼；恥誼Ii,Iliりては粒．［か

1 | [1く］とする昌に対りする『(I:ポが非胃］に小さいので，分

放を低誡するためにはインボータンス・サンプリング

を行わざるをえないィンボータンス閃数としては，

adjoint mode の解がじ戻であり， value function 

がインボークンス閲数として心していろといわれてい

るf)

木恨苫では， adjointモンテカルロ法に対する emer

gent adjuncton density equationを日惰がしやすい

ような『紬で導人すろとともに， event value, W g 

＾ げ， !J) を既在の adjointモンテカルロ叶閏［コードか

ら得られるような形に亨いt:.-。 adjointモンテカルロ

II「外で得た eventvalueおよひ pointvalue 1見l数が

それぞれ賤印酬難バイアスおよひ散囚L門バイアスとし

て forwardモンテカ）レロ壮算の iいで位） 1」できること

が[,1[［された。また，線加バイアスを行ったくりかえ

し forward-adjointモンテカルロ法による叶りを行

い，椋I見偏足を比砂的安いコストで低誡することがて

きた。さらに，いくー）かの線加バイアスの行効性を検

III［した。 11|41;［は砂訊り畠山を没＇心し，仝てモンテカルロ

叶靡コード MORSEを使Jllした。

(229) 
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く共通工学部〉

重水蒸気における超音波吸収

Ultrasonic Absorption in Heavy 

Water Vapor 

1!1[11 -・成・ 1,J. i‘‘l { 1 1)＼ 

11:rn1531r['ll!J14I i 

買123[u[ 1'『『;11{の物J'1ルと化'‘]をml［り［

l[ I]＜麗いげ）し］［い］＜／喜＜＇・り）州 l'［l→八を］］］月す：〗ため，

介乙，高），Iれ狐＇員で両，！ダ、じ）昌凸及吸 Jぃ（の／ータを以1]、

して合た。今111|，この11月[]のい凸吸収］い[Iし）l、II三点か

ら， これら袋賃の動 I'［り比熱に 1月』 7)/J~fIIIIり間について

苔寮を瓜みたものである c

昌虹］に， これらデークの収仄）j[I:とこ机0)f『月」［力几

を心べ，一心の 9ノ［！只からi.ri,I]＜兄気の畠1、91]［吸収は以{ii

闘設数がIii各500MHz/atm以 I'．で， ＼1＇［Il)『l．や月乳．．、ぶ＇］から

］こまる古皿吸収の伯へと噸五丁ることか晶！められた、

この仰向は水蛤気の昌介よりもい＇［的であ芯， これは

Lawが低｝闘立で；ll1いこし太象｛！果と辺の」｝真てあって，

このIIi!［人］は Cl)l, CH4 と 1lijIヽ ［に水分」'•()）忙刊モーメ

ントの祖己により， [11|転比凡に閃する111日直及和iIIi1i,1］か

水疫貨のそれにパベ 1/2~1/3と厨いためではないか

と1i I，脅された n

また， 1il]打の叫合泣吸収てはJIヽ（ご賃乳I喜冑数か 150

MHz/atm心防て変1ilu!、［かぷめられ， この！9［、 J'・｛上水応

I人しよりも［n,／i<羞／パの）jか1J1.l ；打てあバか， I］二気叫l:],'I~ 

（』］てはわずかである。

この坦家に対しては，水分子の内乳15j仄f力のI)、jて以尺

の特刊囁，』良 (D20:1695K, H20: 2294K)に対す7叶い

劫比納に1斐jすろ似罰J託ll吸収ごふii)］さい， この均介の

仇罰砂］時畠］は常］』から 154C の園） 1「□屑者に］ミり〗

かなく， h屑青の州 i'，9）心吸収におけるエ凸IJ,；，臼l」吸J反ぱ，

ノ！＜：鷹分，水分」’▲のら動lじ）内のiIIItl及伍{;『Iによるしのと

i[｛靡した(
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磁気ひずみ効果を用いた残留応力の非破壊測定

Non-Distrnctive Measurement of Residual 

Stress hy Magnetostriction Effect 

r」.／’Jミ ii l, 1 1 1 ]． i I ［し1J〈l9-．)v'，1j -

廿 !lf!l54\i• l)J18i 1 

↑] ： 1 1ii l| ｝い）J, u」ふ111ij19［シンボ、ジウム

( ] 1 ,1¥-1 ! { } ：] 'i l貸」「り位 /・ •') 

1,：『見的な力l]い）］を』賃J文こ［物叫こする場令に，

砂，＇氣ひすみ効果を利） i］すろ））｛山について[il_,'！を1jって

きたか， i五気1'1りな）9［;i]1い国工おし＼ては，ー・［のひすみ

iIIIj i_：と穴ぢり， ’Jiり1くと］巳兄に対すろ砂：パII,： ｝]か1iil竹り

に汀り， しかも屈1文か只汀ろと｛＼，9~）以ゑを生じる。今

i11!(:±, この叫家を， 1［:} /iヽ辺Iり八応生の位／囁骨旦ぷ111冒＼のミ

クロ li/]応，一` ］土］土り求め二，：バ、化と］い））のi1]'［系の叩臼

」いを）l」して， この反及を，だしかめに。 よた一）j, 丈む灸

ては， II出嵐低玄りいを）IJし`＼， 丸!Hご1」|1；k, J L潰[11,1；jlれをかけ

た叫介の/1叫い＇渡を ill]」/i(「乃）」｛去に上って，この祝采

を叶：119ばすろことかてきた

、「I｛只冒｝し｝．］0）［□鸞）！］1'？に，この位氣I9ド」な方法で

は， l•!；い）J力 i[l] と [1，い））：しか正しく求まることが， こ

才L支.こ立）＇）、1），；！て「かっ-こ lヽ たのて，今日は旧1!，1げ式をた

てて， この＇りを置忍した＇）

,｝こ＇いの』『 iては， l^→応），J／j|［,]と＿［応）J;［が求まろの

て， 応罰「バノ＇こい―― l：く）IJし＼られろ，吐んI析応）J；1：こ仏分
几を）IJしヽて， l．})い）を分：社『する）」法を）llしヽfこ。

9]：!，9c：り］としては， i;い）とに心jビードのある大）『虹・；崎以

I'［賛），1り）， ≫iい！I心）jを）I殻以て』J]こし，その後測乙点

にひすみゲージ：：孔！古り，｝心）Ji(」『放して， h：［」幻lI信した

場介を1しi：した、

この叫介，信材，｝椙旦：：Iり15, ビードの＾乳[5分で校正

晶！し夏） 11を {iり， 厨；、＜1`11,1）］を応）］に1奥孔した。また，｝心

)J I ¥f圧の内屑［ぢ，ビード［と熱'l:]［II9部ては，測定範開

の快い，小州テスタを）iJい， I:J材の：鴻分は柏度のよい

i :：（いテスタを(JI)1]すろことにより， このような大形熔

以11人険） ＼ 0）叫介ても， 1バ凶';_いりな加l)こによる炭叫じ）］の

北｛，1[以叫＇）［と， かi,;］如l1•Ij'，しし 1こ図介と〗こか約 3,..__, 4 kg/ 

mm2 て以信てき， 1分 9)、'.)lj叫；［なことかわかった。


